
２ 研究の概要 

（１）研究仮説 

 

 

 

 

 

 

（２）研究構想 

 基礎学力の定着や日常の授業の充実に取り組むとともに、国語科を中心として、言語活

動を充実させ、子ども自らが考えを深められるような手立てを講じ、主体的で対話的な学

びができるような授業研究を重ねることで、これからの変化の激しい社会の中で、子ども

たちが豊かな心をもち、自ら学び、仲間とともにたくましく生きる力を身につけることが

できると考えます。 

児童の実態、保護者・地域の願い 

安定した居場所のある学校づくり‐仲間づくり 
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朝のしっかりタイム 

 ・書く学習 

 ・読書活動 

放課後のしっかりタイム 

 ・個別指導 

 ・補充学習 

家庭学習の習慣化 

 ・予習復習 

 ・自主勉強 

基礎学力の定着 

日常の授業の充実 

ＴＴによる指導 

 ・算数科の充実 

  学習規律の徹底 

 ・全校統一の規律 

  学習形態の工夫 

 ・ペア学習 

 ・グループ学習等 

「主体的な学び」 
見通しをもたせる 

 ・めあての提示 

 ・単元全体を示す 

 
興味関心をもたせる 

 ・導入・課題の工夫 

 ・発問の工夫 

 

振り返りをさせる 

 ・何が分かり、何が

できるようになっ

たか。（メタ認知） 

自ら課題をもつ 

自ら解決する 

  

「対話的な学び」 
自分との対話 

 ・書く活動－論拠を明確に 

他者との対話 

 ・話し合い活動－聴き方・話し方 
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主体的・対話的に学べる子どもの育成 
～考えを深める手立ての実現～ 

豊かな心をもち、自ら学び、仲間とともにたくましく生きる子 
―すべての子が安定した居場所のある学校づくり― 

新学習指導要領を踏まえて 
言語活動－並行読書 
ジクソー学習 など 


